
学校番号 3030

　授業のスピ―ドは速い。授業中は教科書、図説などを広げて講義を聴き、どんなことも聴きもらさな
いぞ、という気概をもって臨んでほしい。また、生物学はいろいろな知識を必要とするので、ふだんか
ら新聞や雑誌、図書などを積極的に読み、最新のニュースをどんどん取り入れる努力が必要である。

１．講義
ア．授業中は教科書、資料集の該当ページを広げ、本文や図を見ながら話を聞く。
イ．ノートを要領よくとるとともに、教科書、資料集に線を引いたり、印をつけるという心がけが大切。
ウ．わからないことが出てくれば積極的に先生に質問して解決しよう。授業で解答・解説がある問題は
事前に解き、わからなかったところなど授業中に理解するようにしよう。
２．演習
ア．家で問題を解いてくる。次の授業で解答・解説がある問題は事前に解き、わからなかったとこ
　ろなど授業中にわかるようにしよう。
イ．自分の解答と比べながら解説を聞く。自分が解けていても誤った考え方をしている場合もある
　のでしっかり聞こう。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
評価点の割合は、考査点８０％程度、平常点２０％程度です。

令和５年度　(学)ＳＳ理数

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

考査、小テスト、実力
テスト実験レポート問
題演習の記述内容の分
析・行動評価

細胞、個体、群集など、各レベルでのさまざまな生命現象を知り、その現象を説明する原理を見出
そうとするのが生物学を学ぶ態度である。遺伝、生殖、発生などのしくみ、動物と植物の環境応答
の違いなどを分子生物学的見地から考察し、また、生態学や進化学の新しい理論に触れることで、
現代の生物学の知識と科学的な自然観を身につける。

２　学習の到達目標

自然の事物・現象、特
に生命現象に関心や探
究心をもち、意欲的に
それらを探究しようと
するとともに、科学的
態度を身に付けてい
る。

自然の事物・現象特に
生命現象の中に問題を
見いだし、探究する過
程を通して、事象を科
学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現
している。

観察、実験を行い、基
本操作を習得するとと
もに、それらの過程や
結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現
象を科学的に探究する
技能を身に付けてい
る。

評
価
方
法

実験レポート問題演習
の記述内容の分析・行
動評価

考査実験レポート問題
演習の記述内容の分
析・行動評価

３　学習評価（評価規準と評価方法）

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：観察・実験の技能

観
点
の
趣
旨

観
点

ｄ：知識・理解

使用教科書

教科

校内名称

副教材等

高等学校生物　第一学習社

スクエア最新図説生物（第一学習社）、リードα生物基礎＋生物（数研出版）、チェック＆演習生物（数研出版）

ユニット数
前期３
後期３

ＳＳ生物

理系 生物

科目 ３年次
前期２
後期２

単位数 年次(学)SS理数

選必

自然の事物・現象、特
に生命現象について、
基本的な概念や原理・
法則を理解し、知識を
身に付けている。

考査実験レポート問題
演習の記述内容の分
析・行動評価

必選別



４　学習の活動

実験レポート

課題ノート

定期考査

小テスト

実験レポート

課題ノート

入試問題の演習 a 生物全分野に関心を持ってい
る。　　b データを考察し表現で
きる。　　d 生物各分野間を関連
付けて理解し知識を身につけてい
る。

※　表中の観点について　　　ａ：関心・意欲・態度　　　ｂ：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　ｃ：観察・実験の技能　　　ｄ：知識・理解

前
期
期
末
考
査
ま
で

前
期
中
間
考
査
ま
で

※　原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）
　　の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて
　　いる。

課題ノート

生物の系統関係

小テスト

○○

後
期
中
間
考
査
ま
で

○ ○ ○ 課題ノート

○ ○

進化のしくみ

○

植物の環境応答と植物ホルモン

植物の環境応答とそのしくみ

細胞の分化と形態形成

刺激の需要と反応

○

○

○

定期考査

a 生殖、発生に関心を持ち、意欲
的に取り組もうとしている。
b 実験データから考察し、表現す
ることができる。
c 受精や発生の実験技能を身につ
けている。
d 減数分裂、受精、発生の知識を
身につけている。また、染色体の
振舞いからその生物学的意義を理
解している。細胞の分化、器官形
成の知識を身につけている。

動物の行動

○○

器官の形成と細胞の死

○

○

小テスト

○

配偶子形成と胚発生

○

生態系と生物多様性

定期考査

○

○

減数分裂と受精

期
間

単
元
名 b

初期発生の過程 ○ ○ ○ 小テスト

配偶子形成と受精

有
性
生
殖

学習内容

遺伝子と染色体 ○ ○

ａ
単元（題材）の評価規準 評価方法

ｃ ｄ

主な評価の観点

○ ○

個体群

○

生態系の物質生産 ○

生物群集

生物の起源と生物の変遷 ○ ○

実験レポート

a 生態系、進化、分類に関心を持
ち、意欲的に取り組もうとしてい
る。
b データから考察し、表現するこ
とができる。
d 物質の循環やエネルギーの流
れ、進化のしくみ、系統に基づく
分類、を理解している。

動
物
の
発
生

植
物
の
発
生

植
物
の
環
境
応
答

動
物
の
反
応
と
行
動

a 植物の環境応答、動物の反応や
行動、生物の集団の振る舞いに関
心を持ち、意欲的に取り組んでい
る。　b 実験データから考察し、
表現することができる。
c 植物ホルモンや動物の行動の実
験技能を身につけている。
d 植物ホルモンの働き、動物にお
ける感覚器、神経、筋肉の構造と
働き、個体群に関わる知識を身に
つけている。

個
体
群
と
生
物
群
集

生
態
系

生
物
の
進
化
生
物
の
系
統

後
期
期
末
考
査

ま
で

生物の分類の変遷と系統


